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９月15日開催　
審査した内容（議案２件、陳情３件、報告事項９件）
報告事項　防災対策の取組状況について
　災害時広報事業、災害対策本部機能強化事業、避難対策推進事業、防災活動
事業、その他の各事業において、令和３年度（2021年度）は、防災行政用無
線デジタル化の推進、高潮ハザードマップのホームページでの公開、土砂災害
ハザードマップの更新およびホームページでの公開、避難所へのスポットクー
ラー・パーティションの配備のほか、さまざまな取り組みを行っているとの報
告がありました。また、コロナ禍における災害対応など、これまでの対応を見
直す必要があることから、国・県の動向を注視し、関係機関と連携しながら対
策を進めていくとのことです。
　委員会では、複合災害、避難方法や避難誘導、受援体制、情報提供の在り方
などに関する質疑が行われた後、報告事項について了承されました。
報告事項　大河ドラマの取組状況について
　大河ドラマ館の設置に関して、予定施設である鎌倉文華館鶴岡ミュージアム
の賃貸借について、所有者である鶴岡八幡宮と契約に向けた最終的な交渉・
調整を行っており、また、同館の運営について、公募型プロポーザルにより事
業者を選定し、契約締結に向けた協議を行っているほか、観光客分散化も踏ま
え、大河ドラマに関連するゆかりの地の選定や、周遊ルートの選定に取り組ん
でいるとのことです。
　委員会では、ＳＤＧｓの観点を取り入れた取り組み、経費縮減や収益性、雇
用促進や市内業者との連携、経済効果などに関する質疑が行われた後、報告事
項について了承されました。

市民環境常任委員会

９月17日開催
審査した内容（議案３件、報告事項５件）

議案第21号　工事請負契約の締結について
　昭和11年（1936年）完工の旧図書館を子どもの家等として活用するため、
「（仮称）おなり子どもの家等耐震改修及び増築工事」についての請負契約を一
般競争入札により落札した松浦建設株式会社と２億9084万円で締結しようとす
るものです。当該建物は、平成30年（2018年）３月に工事着手したものの、土
台や柱などの木材に想定以上の腐朽を確認したことから、その後、木材の交
換・補修方法の検討、間取り変更等の修正設計を行い、改めて工事を発注しよ
うとするもので、完工は令和５年（2023年）２月の予定とのことです。
　委員会では、建物の耐震性能やバリアフリーへの配慮、契約予定事業者の工
事実績等について質疑が行われた後、「多くの経費をつぎ込むことから、歴史
的価値のある建物の再生・利活用のモデルとなるような取り組みを求める」
「国登録有形文化財に登録される方向で事業を進めることを求める」との意見
が出され、本議案については、総員の賛成により可決されました。

総 務 常 任 委 員 会
建 設 常 任 委 員 会
９月16日開催　
審査した内容（議案２件、陳情２件、報告事項10件）
議案第24号　横断歩道橋維持修繕工事［小袋谷歩道橋］に関する協定の締結について
　ＪＲ横須賀線をまたぎ、小袋谷二丁目３番先と台三丁目４番先を結ぶ市道
209－095号線である小袋谷歩道橋について、横断歩道橋長寿命化修繕計画に基
づく修繕工事を施行するため、東日本旅客鉄道株式会社と協定を締結しようと
するもので、協定金額を４億2172万円、協定の期間を協定締結の日から令和６
年（2024年）３月31日までとするものです。
　当該修繕工事は、東日本旅客鉄道株式会社が所有する鉄道敷内および近接箇
所で作業を行う必要があり、また、鉄道用電力の一時停止、駐車中の列車の移
動および鉄道敷用の建設機械の使用など、専門的な作業を伴うため、同社に施
行を委任するものであるとのことです。
　委員会では、業者の選定方法や金額の
妥当性のほか、近隣に県道の小袋谷跨線
橋が開通した中で、当該歩道橋の今後の
必要性等について検討がなされたのかな
どの質疑が行われた後、採決の結果、総
員の賛成により可決されました。

教育福祉常任委員会
９月14日、30日開催　
審査した内容（議案１件、陳情５件、報告事項７件）
報告事項　小学校給食の公会計化に関する取組状況について
　市立小学校の給食費の徴収・管理を各学校長が行っていることについて、文
部科学省から地方公共団体による徴収を基本とする取り組みを推進するよう通
知があり、本市においても、教職員の負担を軽減し、かつ保護者の利便性向上
および給食費の徴収・管理の効率化を図るため、令和４年度（2022年度）から
学校給食費を市の歳入歳出予算に編入する「公会計化」を予定しているとのこ
とです。
　現在、効率的かつ適正な実施に向けて、「小学校給食費管理システム」の導
入を予定しており、これを活用した徴収管理や利用者への案内、督促等の業務
を事業者へ委託する契約を締結するなど、準備を進めているとのことです。ま
た、給食費を本市が徴収する根拠となる条例案についての意見公募を９月に実
施するとともに、今後、保護者および学校関係者等への丁寧な説明を行ってい
く旨の報告がありました。
　委員会では、報告事項について了承されました。

常任委員会
審査の一部を紹介します
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　９月定例会では12件の陳情が提出されました。そのうち、２件を全議員に配付
し、10件を各常任委員会に付託し審査を行いました。
　その後、本会議において２件を採択し、４件を不採択としました。また、３件
を継続審査とし、１件を議決不要としました。
　結論が出た陳情の要旨および結果は次のとおりです。
【採択した陳情】
◇重度障害者医療費助成制度継続についての陳情
　陳�情の要旨　令和４年度予算編成に際し、重度障害者医療費助成制度につい
て、透析患者ならびに全ての重度障害者が負担なく医療を受けられるよう、
制度の継続ならびに条件に対する再検討を求めるものです。

　委�員会および本会議の結果　委員会は多数の賛成により、本会議は総員の賛成
により採択しました。

◇司書資格をもつ正職員の新規採用に関する陳情
　陳�情の要旨　司書資格を有し、図書館の仕事に意欲を持つ技術職員の新規採用
を行い、持続可能な図書館運営体制の構築を図ることを求めるものです。

　委�員会および本会議の結果　委員会は可否同数のため、委員長裁決により不採
択、本会議は多数の賛成により採択しました。

【不採択とした陳情】
◇防災無線システム廃止の検討についての陳情
◇鎌倉市長の職務怠慢に関する調査及び問責決議についての陳情
◇�旧国鉄大船工場跡地を含む深沢の鎌倉市所有遊休地の活用方法についての陳情
◇�鎌倉市の深沢地域再開発計画（スポーツ施設計画エリア）に西鎌倉テニスクラ
ブを存続させ同計画策定に参画させていただきたいとする案件についての陳情

委 員 長 池田　　実（夢みらい鎌倉）

副委員長 岡田　和則（鎌倉アップデートチャレンジ）

委　　員

後藤　吾郎（鎌倉のヴィジョンを考える会）

中里　成光（夢みらい鎌倉）

くりはらえりこ（鎌倉かわせみクラブ）

保坂　令子（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）

志田　一宏（自由民主党鎌倉市議会議員団）

大石　和久（公明党鎌倉市議会議員団）

高野　洋一（日本共産党鎌倉市議会議員団）

一般会計決算等審査特別委員会委員（議席順）

一般会計決算等審査特別委員会委員

か ま く ら 議 会 だ よ り 令和３年（2021年）11月１日（3）� 第２５５号


